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日本における中国の未来研究会

テ ー マ 日中関係は、 2022年に国交正常化50周年を迎えたが、 中国

の軍事力増大や戦狼外交、 これらを受けた日本国内での中国

脅威論への高まりもあり、 戦後かつて無いほどの緊張関係

にある。 また、 習近平政権は、 世界の超大国となる「中国

夢」の実現を2049年までに目指しており、 夢の実現に向け

て、人民解放軍設立100周年の2027年に「百年強軍の夢」を、

2035年に米国を抜く世界一 の経済大国の実現を、 長期戦略

として構想しているとされる。 そのような中、 中国が台湾の

統一を2027年までに武力を用いてでも成し遂げるのではな

いか、 との観測が米国、 台湾で浮上しており、 東アジアにお

ける外交軍事的な緊張も高まっている。

他方中国国内では、 コロナ禍において、 習近平政権によるゼ

ロ ・ コロナ政策が、 国民に極度な行動制限を課し、 国内経

済にも甚大なダメ ー ジを与え、 不動産市況の悪化、 失業率

の増大、 ロックダウンに対する国民の不満の増大を招いた。

2022年の第20回党大会直前の10月には、 反政府 ・ 反独裁

のスロ ー ガンを掲げる「四通橋」事件が首都北京で発生し、

11月には言論弾圧への抗議とゼロ ・ コロナ政策の撤回を求

める「白紙革命」が中国の主要都市に広がった。 上海での「白

紙革命」は習近平政権の退陣を求める参加者も現れ、 デジタ

ル権威主義といわれる中国共産党の抑圧的統治に対して、 中

国国内で反発する大きなうねりが起きている。
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